第4. 個別施設群の検討
1.　 住民センター
(1)  住民センター群の概要
市の住民センター群は、次の施設から構成されています。
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[image: image1.emf]施設

№

住民センター名 所在地 開設年度 延床面積（㎡）

年間利用実人数（人）

（平成

22

年度）（※

1

）

純行政コスト（千円）

（平成

22

年度）（※

2

）

① 柏原住民センター

柏原町柏原

5528

平成

13

年度

1,133                                   27,291 16,755                                

② 氷上住民センター 氷上町成松字甲賀１

昭和

54

年度

3,655                                   37,529 42,153                                

③ 青垣住民センター本館

青垣町佐治

114

平成

17

年度

                                  3,469                                18,034                                45,014

青垣住民センター別館

青垣町佐治

114

昭和

53

年度

                                  1,055                                10,420                                  8,117

④ 春日住民センター

春日町黒井

496-2

昭和

50

年度

1,565                                   30,183 15,533

⑤ 山南住民センター

山南町谷川

1110

平成

8

年度

2,297                                   24,278 34,629                                

⑥ ライフピアいちじま

市島町上田

814

平成

7

年度

                                  3,323 19,612 44,961

（※1）年間利用実人数は、１日に施設を利用した実人数の年間累積であり、同一日に複数の部屋を使用する場合は、実際の利用人数を算定しています。

（※2）純行政コスト＝支出経費（正職員人件費含む）＋減価償却費－収入額
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市の住民センターは、次のとおり位置しています。

(2)  住民センター群の現状分析
1  利用度とコスト効率
平成22年度の利用度とコスト効率は次のとおりです。
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[image: image3.emf]施設名

純行政コスト

（千円）

利用者数（人）

X軸：１人あたり

コスト（円）

利用者数（人） 面積（㎡）

Y軸：1㎡当たり

利用者数（人）

柏原住民センター

                  16,755                    27,291

614                                 

                   27,291

1,133                     

                                24.1

氷上住民センター

                  42,153                    37,529

1,123                              

                   37,529

3,655                     

                                10.3

青垣住民センター本館

                  45,014                    18,034

2,496                              

                   18,034

3,469                     

                                  5.2

青垣住民センター別館

                    8,117                    10,420

779                                 

                   10,420

1,055                     

                                  9.9

春日住民センター

                  15,533                    30,183

515                                 

                   30,183

1,565                     

                                19.3

山南住民センター

                  34,629                    24,278

1,426                              

                   24,278

2,297                     

                                10.6

ライフピアいちじま

                  44,961                    19,612

2,293                              

                   19,612

3,323                     

                                  5.9

平均

                  29,595                    23,907                              1,321                    23,907                     2,357                                12.2


柏原住民センターと春日住民センターは、利用度とコスト効率性が高くなっています。
青垣住民センター別館は、利用度は平均的ですが、コスト効率性が良好です。
氷上住民センター、山南住民センターは、利用度及びコスト効率性ともに平均的です。
青垣住民センター本館とライフピアいちじまは、利用度及びコスト効率性ともに低い結果となりました。
2  他団体との比較
住民センター（公民館）施設は、各市ごとに位置づけや同じ機能を有する他の施設の有無などが異なるため、適正水準を設けることはできませんが、住民センターの整備水準を考える際の参考とするため、他団体と比較を行いました。面積・人口１人あたり住民センター（公民館）施設の施設数を近隣市と比較したものが、次のグラフ・表になります。
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[image: image5.emf]【他市との比較】

丹波市 朝来市 加東市 篠山市 西脇市 養父市 平均

人口（人） （※1）

69,995 34,791 40,013 44,756 44,006 26,509 43,345

面積（ｋ㎡）

493 403 157 378 132 423 331

住民センター（公民館）

数(館) （※2）

6 4 3 2 1 5 4

１施設あたり人口（人）

11,666 8,698 13,338 22,378 44,006 5,302 17,565

１施設あたり面積（ｋ㎡）

82 101 52 189 132 85 107

（※1）人口は、各市役所ホームページに登載されている平成23年3月末時点の数値です。

　　　ただし、朝来市は最新の人口が平成17年度末分であったため、これを記載しています。

（※2）比較対象団体の公民館保有数には、各団体の公民館条例に基づき調査した結果を記載しています。


丹波市の住民センターは、１施設がカバーする人口・面積共に比較対象団体の平均値よりも少し低くなっています。比較対象団体は、篠山市と西脇市では、１施設がカバーする人口・面積が平均より大きくなっている一方、朝来市、加東市、養父市は１施設がカバーする人口・面積が共に平均を下回っています。
比較対象とした市はいずれも近年合併を行っています。篠山市と西脇市は合併した旧市・町の数よりも公民館数が少ないことから、合併後に公民館の統廃合を行った結果、１施設がカバーする人口・面積が大きくなっていると考えられます。一方、朝来市、加東市、養父市は旧町の数とほぼ同じ公民館数であり、丹波市と同様に、合併前の公民館がそのまま維持されていると考えられます。

(3)  住民センター群に係る経営の適正化
以下では、住民センターの運営効率化について、５つの視点から必要な事項を検討します。
1  地域間の公平性（地域性）
住民センターは現在各旧町に１つずつ（別館除く）設置されています。住民センターは、市民のコミュニティ施設であり、最低限の機能については地域間の公平性を確保すべき施設といえます。
また、住民センターの利用者に対するアンケートで、交通手段についての質問の回答を集計した結果は、次のとおりです。
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グラフにあるように、主な交通手段は自家用車となっており、７３．４％を占めています。自家用車と、バイク、公共交通機関は広範囲を移動することのできる移動手段であり、各地域に１つある住民センターであっても、これらの交通手段がメインとなっています。
2  施設の性能（機能性）
住民センターの施設の性能について、(a)設備内容と類似施設の状況、(b)減価償却費、(c)バリアフリーの状況、(d)アンケート結果について、検討を行いました。
(a)  設備内容について
各施設の設備内容は、次のとおりです。
[image: image7.emf]延床面積

（㎡）

建設年度 施設内容

1,133

平成

13

年度

会議室Ａ－１～３、会議室Ｂ－１、会議室Ｂ－２、和室、音楽室

3,655

昭和

54

年度

大会議室、第１小会議室、第２小会議室、つどいの間、和室、

研修室、実習室、展示室、体育館、陶芸館

本館

3,469

平成

17

年度

大会議室、活動室、

 

活動室２、

 

活動室３、

 

活動室４、

活動室５、、和室１、和室２、和室３、和室４、リハーサル室、

防音室、視聴覚室、調理実習室

別館

1,055

昭和

53

年度

別館大集会室、別館研修室、別館創作室、別館和室

1,565

昭和

50

年度

創作実習室、大会議室、和室

(1)

、和室

(2)

、談話室、調理実習室、

研修室、視聴覚室

2,297

平成8年度 集会室、視聴覚室、学習室Ａ、学習室Ｂ、研修室、調理実習室、実習工作室

3,323

平成7年度

研修室（１）～（４）、創作実習室、視聴覚室、児童室、子育て学習室、

団体室、学習相談室、しょうぶ、さつき、茶室、栄養学習室、ﾘﾊﾋﾞﾘ室、

健康学習室、生活学習室、会議室

ライフピアいちじま

住民センター名

柏原住民センター

氷上住民センター

青垣住民

センター

春日住民センター

山南住民センター


表にあるように、各住民センターには会議室・和室などの共通する設備以外にも、各種実習室などの追加的設備があります。したがって、住民センターの経営効率化のためには、最低限の機能は残しつつ、それらの追加的機能について、住民センターのどの機能を残すのかを明確にすることが必要になります。
住民センターには、会議室、研修室、和室、各種実習室、運動設備などがあります。同様の設備は住民センター群以外にも、氷上勤労青少年ホームやさわさぎ館など生涯学習を目的とする施設でも備えている場合があります。特に氷上住民センターと氷上勤労青少年ホーム、ライフピアいちじまと市島生きがい創造いこいの家は近接しており、効率的な経営のためには施設の統合や一括管理などが必要となります。
(b)  減価償却費について
減価償却費は、施設への投資金額を使用期間（≒耐用年数）に配分した金額です。各住民センターの減価償却費と、利用人数の関係を表したものが次の表になります。
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 [image: image9.emf]№ 施設名 減価償却費（千円） ① 利用人数（人） ②

1人あたり減価償却費（円）

（①／②）

① 柏原住民センター

9,429                                        27,291                                       346                                          

② 氷上住民センター

28,647                                       37,529                                       763                                          

③ 青垣住民センター本館

32,174                                       18,034                                       1,784                                       

④ 青垣住民センター別館

4,379                                        10,420                                       420                                          

⑤ 春日住民センター

2,266                                        30,183                                       75                                            

⑥ 山南住民センター

19,785                                       24,278                                       815                                          

⑦ ライフピアいちじま

18,609                                       19,612                                       949                                          

⑧ 平均

16,470                                       23,907                                       689                                          


住民センターにおいて、多額の資金をかけて施設を整備したならば、その分だけ利用してもらい、有効活用する必要があります。利用者１人当たり減価償却費は、青垣住民センター本館が１，７８４円で特に高くなっています。次に高い金額は、ライフピアいちじまの９４９円、山南住民センターの８１５円、氷上住民センターの７６３円です。これらの施設は建設金額が大きかった一方で、利用人数が少ない水準にあるといえます。
一方、１人当たり減価償却費が最も低いのは春日住民センターで、７５円となっており、建設コストに比して有効な成果を上げている施設といえます。柏原住民センターも３４６円と、他の住民センターに比べて比較的低い金額であり、有効に利用されているといえます。
(c)  バリアフリーの状況
市の住民センターにおける、バリアフリーへの対応状況は以下の表のようになっています。なお、表の整備箇所および基準は兵庫県「福祉のまちづくり条例施行規則」を基にしています。それぞれの整備箇所に対応すべき項目数を示していますが、用途面積や設備の関係で、その施設が対応する必要の無い項目もあります。
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1 1 1 1 1

(7) おむつ交換台 １項目

1 1

１項目

１項目

１項目

１項目

1

５項目

１項目

1 1
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(1) 案内板及び標識 １項目

1 1 1

(2) 運行情報の提供 １項目

1

１項目

1 1 1 1

１項目

1 1

１項目

20 授乳室

整 備 箇 所

１ 敷地内通路

２外部出

入口

３ 床面

（利用者の用に供しない部分を除く。）

４ 廊下、

旅客用通

路

５ 階段

６ エレベーター

７ 外部出入口以外出入口

（利用者の用に供しない部分を除く）

８ 改札口その他これに類するもの

９　便所

10　浴室

（寝室又は客室の内部に設置するものを除く）

11 更衣室及びシャワー室

12 寝室及び客室

13 固定式の観覧席又は客席を設ける室

14 乗降場

15 駐車場

（利用者の用に供しない部分を除く）

16 視覚障害者誘導用ブロック又は装置



17　案内

18 記載用のカウンター

19 公衆電話所


バリアフリーへの対応状況では、山南住民センターと青垣住民センター（別館）の対応状況が他の施設を比べ進んでおらず、対応が望まれます。
(d)  耐震化・アスベスト対応状況
市の住民センターにおける、耐震化およびアスベスト除去の状況は以下の表のようになっています。
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耐震化では、青垣住民センター（別館）が耐震化に未対応となっています。青垣住民センター（別館）の耐用年数は２０２８年までであり、存続させる場合は建て替えまでに耐震化のための工事が必要であり、多くの費用を要します。そのため、統廃合を行う際の決定には、このことを考慮する必要があります。
アスベストの除去状況は、すべての住民センターが、対応箇所なしとなっており、問題ありません。
(e)  アンケート結果
各住民センターを利用した理由についてアンケート調査した結果、「設備が充実している」を利用理由に挙げた人の割合は以下のグラフのようになります。施設の設備に関しては、設備が充実しているためにライフピアいちじまを利用する人の割合が３４．４％と、他の住民センターより高くなっています。この理由は、ライフピアいちじまは同じ施設内に大ホールがあることや、他と比べて部屋数が多い、大規模な施設であることだと推測できます。
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[image: image13.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦

施設名

柏原住民センター

(n=44)

氷上住民センター

(n=67)

青垣住民センター

(n=33)

春日住民センター

(n=68)

山南住民センター

(n=26)

ライフピアいちじま

(n=32)

平均

施設を利用した理由

に、設備の充実を挙げ

た人の割合

25.0% 17.9% 24.2% 19.1% 26.9% 34.4% 24.6%


3  施設管理の経済性・効率性（効率性）
住民センターの収支状況は次のとおりです。住民センターの活動において、収入は免除額を除いた利用料収入とコピー代などのその他の収入の合計、支出は需用費や委託料など現金支出を伴う費用とし、両者の差額を純支出額、つまり市が負担する額としています。なお、正職員人件費は、施設を運営しなくとも、当面は発生するコストですので、当計算からは除外しています。
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[image: image15.emf]施設№ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

施設名 柏原住民センター 氷上住民センター

青垣住民センター

本館

青垣住民センター

別館

春日住民センター 山南住民センター ライフピアいちじま 平均

収入 ①

                                 882                              1,254                                 461                                   98                                 507                                 838                                 983                                 718

　利用料収入

                                 678 646                                  461                                  98                                    170                                  123                                                                   464 377                                 

　その他の収入

                                 204 608                                  -                                       -                                       337                                  715                                                                   519 340                                 

直接経費支出 ②

                              5,948                            12,424                              9,441                              2,724                              8,106                            11,134                            19,543                              9,903

　その他職員人件費

1,180                               2,972                               1,397                               403                                  2,254                               4,146                               2,935                               2,184                              

　委託料

1,714                               2,465                               2,058                               594                                  2,202                               1,797                               5,037                               2,267                              

　需用費

2,873                               5,620                               5,429                               1,566                               2,958                               4,394                               9,613                               4,636                              

　その他

181                                  1,367                               557                                  161                                  692                                  797                                  1,958                               816                                 

純支出 ③（②－①）

5,066                               11,170                             8,980                               2,626                               7,599                               10,296                             18,560                             9,185                              

利用者数 ④

27,291 37,529 18,034 10,420 30,183 24,278 19,612 23,907                            

利用者１人あたり市負担額（円）

　　　　　（③／④）

186                                  298                                  498                                  252                                  252                                  424                                  946                                  384                                 


利用者１人あたりの純支出額を見ると、柏原住民センターの利用者１人あたり市負担額が１８６円と最も低くなっています。一方で、ライフピアいちじまが９４６円と高くなっていることから、その原因である委託料および需用費の見直しが望まれます。
4  利用状況・利用者の満足度
住民センターを利用状況について、各部屋ごとの稼働率、利用者の満足度についてみています。
(a)  利用状況
平成２２年度において住民センターごとに、丹波市公共施設予約システムの予約時間を元に、各部屋の稼働率を平均したものは以下の通りです。
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施設名 柏原住民センター 氷上住民センター

青垣住民センター

本館

青垣住民センター

別館

春日住民センター 山南住民センター ライフピアいちじま 平均

稼働率

30.2% 36.6% 8.1% 10.7% 21.0% 25.9% 15.1% 21.1%


住民センターは複数の種類の部屋の貸室を行っており、その部屋の性質ごとに利用状況が異なるため、利用状況の分析においては部屋の種類ごとに各住民センターを横断した分析を行います。貸し出しの行われている各住民センターの部屋を、運動室、音楽室、会議室、実習室、集会室、調理室、和室、視聴覚室に分けると、次の一覧表のようになります。
[image: image18.emf]分類 施設名称 部屋 分類 施設名称 部屋

健康学習室 陶芸館

リハビリ室 展示室

柏原住民センター 音楽室 青垣住民センター（別館） 創作室

リハーサル室 春日住民センター 制作実習室

防音室 山南住民センター 実習工作室

会議室A-1 ライフピアいちじま 創作実習室

会議室A-2 氷上住民センター 大会議室

会議室A-3 青垣住民センター（本館） 大会議室

会議室B-1 青垣住民センター（別館） 大集会室

会議室B-2 春日住民センター 大会議室

第１小会議室 山南住民センター 集会室

第２小会議室 青垣住民センター（本館） 調理実習室

研修室 春日住民センター 調理実習室

実習室 山南住民センター 調理実習室

つどいの間 ライフピアいちじま 栄養学習室

活動室１ 柏原住民センター 和室

活動室２ 氷上住民センター 和室

活動室３ 和室１・４

活動室４ 和室２

活動室５ 和室３

青垣住民センター（別館） 研修室 青垣住民センター（別館） 和室

小会議室 春日住民センター 和室

研修室 山南住民センター 研修室Ａ・Ｂ

談話室 生活学習室

学習室Ａ 茶　室

学習室Ｂ しょうぶ

研修室１ さつき

研修室２ 青垣住民センター（本館） 視聴覚室

研修室３ 春日住民センター 視聴覚室

研修室４ 山南住民センター 視聴覚室

団体室 ライフピアいちじま 視聴覚室

学習相談室

会議室

運動室

音楽室

会議室

視聴覚室

和室

調理室

実習室

集会室

柏原住民センター

氷上住民センター

ライフピアいちじま

青垣住民センター（本館）

氷上住民センター

青垣住民センター（本館）

ライフピアいちじま

青垣住民センター（本館）

春日住民センター

山南住民センター

ライフピアいちじま


以下では部屋の分類ごとに各部屋の利用状況を分析していきます。なお、どの住民センターも朝９時から夜１０時まで貸し出しを行っており、月曜日と年末年始が休館日となっているため、最大利用可能時間は約４,０００時間で同一となっています。
(1)  集会室
「集会室」には、大会議室や集会室など、多人数で集まることを目的としている施設を分類しており、稼働時間は以下のグラフのようになっています。氷上・春日・山南住民センターの集会室は年に１,２００～１,６００時間使われていますが、青垣住民センターでは本館の大会議室、別館の大集会室共に利用時間が少なく、２部屋の利用時間を合計して、やっと他の集会室と同水準の利用時間となっています。
青垣住民センターの集会室の利用時間が特に少ないのは、元々集会室に対する需要がそれほど高くない中、青垣住民センターの中で本館と別館それぞれに集会室が設けられているため、利用が分散していることが主な要因であると思われます。そのため、青垣住民センターの集会室は１つの方が適した部屋数であると考えます。１部屋であった場合、稼働時間は下右図のようになると推定できます。
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集会室の稼働時間で考えると、青垣住民センターの集会室が１つであっても問題がないと思われます。しかし、施設が利用されているのが１つの時間帯に偏っている場合には、合計の利用時間は少なくとも、ある時間帯だけ利用が混んでいて、集会室が１つだと市民による利用に支障が出る場合も考えられます。そのため、集会室の稼働率を午前（９時～１２時）、午後（１３時～１７時）、夕方（１７時～２０時）、夜間（２０時～２２時）の４つに分けて分析しました。稼働率は、その時間帯に１時間以上の利用があった場合を１件と数え、開館日数３１０日のうち、何件の利用があったかによって計算しています。
その結果が下のグラフです。青垣住民センターの集会室の利用は夜間が多いですが、稼働率では本館・別館それぞれ２５％、４０％にとどまっており、１つであったとしても利用が難しい状況にはならないと考えられます。
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また、集会室は設備の機能が会議室と同様の場合は、利用する人数がそれほど多くなければ会議室を代わりに使用することが可能です。加えて、建て替えを行う際には、間仕切りなどを用いて人数に合わせて広さを調節し、普段は複数の会議室として使用するという方法もあります。
(2)  運動室
「運動室」には、ライフピアいちじまにある健康学習室とリハビリ室を分類しており、ともに体を動かす部屋であることから、住民センター施設の中でもスポーツ施設に近い部屋となっています。この２つの部屋はライフピアいちじまの施設内の隣同士に配置されており、利用時間は共に１,０００時間未満とそれほど多くありません。また、同じ市島地域には体育館などの施設があるため、ライフピアいちじま内には１つの運動室で十分であると考えられます。
集会室と同様に稼働率を時間帯別に見ると、下右図のグラフのようになります。午後の利用件数が多くなっていますが、その時間帯でも稼働率はそれぞれ２５％と４０％であり、仮に１つであったとしても十分利用可能であると思われます。
体育館が他にあること、住民センターであることを考慮すると、運動室は不要であるとも考えられます。
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(3)  音楽室
「音楽室」には、音楽室や防音室などを分類しており、柏原住民センターに１部屋、青垣住民センター本館に２部屋となっています。音楽室の稼働時間は下のグラフのとおりであり、青垣本館の防音室の利用時間が特に少なくなっています。青垣住民センターの２つの音楽室の時間帯別の稼働状況を見ると、防音室はほとんど午前に利用されている一方、リハーサル室は主に午後・夕方に利用されているため、１つにして問題ないと考えられます。
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(4)  会議室
「会議室」は、会議を行う部屋を分類しており、住民センターにある会議室を全てあわせると、２８部屋にもなります。加えて、会議室の貸館業務を行っている施設は住民センターの他にも氷上勤労青少年ホーム、市島生きがい創造いこいの家など、複数あります。
各部屋の稼働時間は次のグラフの通りであり、赤い実線が平均稼働時間である９１４時間を示しています。住民センター別に見ると、柏原・氷上住民センターでは全ての部屋が平均を上回る利用となっている一方、青垣・春日・山南住民センター、ライフピアいちじまではほとんどの部屋で平均を下回っています。柏原・氷上住民センターの部屋数は平均的であり、立地や設備状況から利用ニーズが高く、稼働時間が多いと考えられます。
一方、合計６部屋を有する青垣住民センターは、どの部屋も平均稼働時間に達していません。特に別館にある研修室よりも、本館にある活動室１～５の稼働時間が少なく、部屋数が多過ぎるために利用が分散し、１部屋あたりの稼動時間数が低くなっていると考えられます。青垣住民センターは、本館の活動室１～５の合計の利用時間が約１,９００時間、別館の研修室が８００時間であるため、平均稼動時間を考慮すると、合計３部屋とするのが適正な水準だと考えられます。
ライフピアいちじまは、団体室や学習相談室などの名称の部屋もあわせ、会議室が７部屋あり、一番多くなっているために利用者数に対して部屋数が多過ぎると考えられます。各部屋の間での利用状況の差としては、研修室２～４の稼働時間が多く、研修室１、学習相談室の稼働時間が少なくなっています。研修室２～４の稼働時間が多い理由としては、人数に合わせ広さの調節が可能であり、柔軟な使われ方がされているからだと思われます。ライフピアいちじまは合計の利用時間が約５,５００時間であるため、合計５部屋程度として、広さの調整を行える機能を残すのが適正水準だと考えられます。
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(5)  実習室
「実習室」は工作や陶芸などの製作を行うための部屋を分類しています。各実習室の稼働時間は次のグラフの通りですが、氷上住民センターの展示室と山南住民センターの実習工作室の利用時間が、３,０００時間を越えて特に多くなっています。利用時間がこれほど多い理由としては、利用者による継続した作品展示と市による化石工房の展示が多くの時間をとっているからであり、他の団体が使用する余地はあまり残っていません。他の４部屋の合計使用時間は約２,５００時間であり、２部屋程度が妥当だと考えます。地理的状況を踏まえると、稼働時間の最も少ない青垣別館の創作室の休止と、春日住民センター創作実習室のライフピアいちじま創作実習室への統合が適当であると考えます。
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(6)  調理室
ガスコンロや調理器具などを備えた部屋を「調理室」として分類しています。青垣・春日・山南住民センターと、ライフピアいちじまにそれぞれ１部屋ずつの合計４部屋ありますが、下記の稼働時間の比較のように、どれも利用が低水準にとどまっています。また、調理室は住民センター以外にも、市が所有する氷上勤労青少年ホームやさわさぎ館にも設置されています。
このようなことから、必要とされている数に対して利用可能な調理室が多いために１部屋あたりの稼動時間が低くなっていると考えられます。４施設合計でも稼働時間は約１,８００時間であるため、料理教室などを行うような規模の調理室を２部屋に集約するのが良いと思われます。この場合、各住民センターの位置関係から、青垣住民センターとライフピアいちじまの調理室を廃止するのが良いと考えます。
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(7)  和室
畳敷きの部屋を「和室」と分類しているため、名称では研修室であったり、茶室となっている場合でも、和室に分類している部屋もあります。柏原、氷上、春日、山南の各住民センターには１部屋、青垣住民センター・ライフピアいちじまには４部屋ずつあります。和室は住民センターの他にも、大師の杜ホール、さわさぎ館など貸し館業務を行っている他の施設にも多く設置されています。
和室の稼働時間は全体的に低調となっています。主な原因として部屋数の多さが考えられます。４部屋ある青垣住民センター、ライフピアいちじまは１部屋へと集約し、他の住民センターも和室を有するほかの施設と調整を行いながら、施設数が過剰とならないようにする必要があります。
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 [image: image30.emf]＜和室のあるその他の市所有施設の一例＞

施設名 和室数

大師の杜ホール

1

青垣総合運動公園

1

氷上勤労青少年ホーム

1

さわさぎ館

1

市島生きがい創造いこいの家

1


(8)  視聴覚室
各住民センターのうち視聴覚室という名前が付いている部屋です。このうち、青垣本館の視聴覚室は、市民に対する貸出がまったく行われておらず、使われていない状況にあります。その他、山南住民センターとライフピアいちじまの視聴覚室の稼働時間も低くなっています。また、視聴覚室の備品であるパソコンやプロジェクターを使用しない使用目的で予約している事例が多くなっています。
そのため、改善策として、春日住民センターの視聴覚室を存続させ、青垣住民センターの視聴覚室を廃止した上で、山南住民センターとライフピアいちじまのどちらかの一方の施設があれば十分だと考えられます。その他、視聴覚室の備品であるパソコンやプロジェクターを移動可能なものとすることで、普段は会議室として使用している部屋を、必要なときだけ視聴覚室として使用する方法もあります。
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(9)  使用料の徴収について
下記の表とグラフは、平成２２年度の各住民センターの免除使用料と徴収使用料になります。丹波市の住民センターは使用料として合計約２６４万円の収入がありました。一方、使用料を免除した額は合計で約１７３３万円であり、使用料を免除した割合は金額ベースで８６．６％に及びます。使用料の免除によって公共の福祉の推進や施設の利用促進などの効果があると思われますが、柏原住民センターと青垣住民センター（本館）を除くほとんどの施設で８割以上の使用料が免除されていることは、合理的な理由がない限り、受益と負担の原則からは望ましいとはいえません。また、現在の住民センターの減免制度では、対象団体に対する全額免除のみで使用料減額はなく、利用料がかからないため必要な時間以上に部屋の予約が行われていることも考えられます。公平性を保った施設利用のためには、減額の導入も含め、望ましい利用者負担水準を検討する必要があります。
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[image: image33.emf]（単位：千円）

№ 住民センター名 免除使用料 徴収使用料 使用料免除率

① 柏原住民センター

1,368 678 66.9%

② 氷上住民センター

10,077 646 94.0%

③ 青垣住民センター（本館）

839 461 64.5%

④ 青垣住民センター（別館）

415 98 80.9%

⑤ 春日住民センター

1,358 170 88.9%

⑥ 山南住民センター

1,288 123 91.3%

⑦ ライフピアいちじま

1,987 464 81.1%

⑧ 合計

17,332 2,640 86.8%


貸室の種類ごとに免除率を見ると、音楽室等のように同種の施設であっても免除率が大きく異なる部屋があります。これは、団体ごとに使用料が免除されるかどうかが決まっているため、主に使用する団体が免除団体として登録されている施設は免除率が高くなることが原因と考えられます。
また、実習室等は、山南住民センターで化石工房として市が長期間使用していたり、氷上住民センターでは展示室において恒常的に作品展示を行っているなどの特殊要因はありますが、使用料が１００％免除されている部屋があるなど、全体的に免除率が高くなっています。これらの部屋では、氷上住民センターの陶芸館では施設の整備期間を除くと、４団体しか利用していないなど、少数の使用料免除団体に利用が偏る傾向があります。公共施設は住民全体の利益となるべきであり、幅広い層による利用を図るべきであると考えられます。また、免除の基準について、再検討をする必要があります。
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(10)  丹波市による住民センターの利用について
各住民センターは丹波市の各支所と併設している場合も多く、その貸室は丹波市も日常的な会議や住民に対する各種事業などで利用しています。丹波市が施設を利用した時間は、住民センター合計で約９,０００時間弱となり、全体の利用時間２割弱にあたります。住民センター別では、市役所の会議室利用が多い柏原住民センターの利用率が高くなっており、市役所の利用が少ないライフピアいちじまの利用率が低くなっています。また、部屋の分類別では、集会室や会議室の利用がほとんどとなっています。このように市が日常的に使用していることを踏まえると、今後住民センターの更新を考える際には、将来的な各支所の業務量も考える必要があります。
なお、氷上住民センターも市役所の利用時間は柏原住民センターと同程度ですが、氷上住民センターは稼働時間の多い展示室の市役所利用がゼロであるため、市役所利用の割合としては、低い数値となっています。
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[image: image36.emf]（単位：時間）

№ ①

②

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

施設名

柏原住民

センター

氷上住民

センター

青垣住民

センター本館

青垣住民

センター別館

春日住民

センター

山南住民

センター

ライフピア

いちじま

合計

市役所利用時間　①

2510:00 2329:30 390:00 667:00 1090:00 1148:30 800:30 8935:30

総利用時間　②

8453:30 13186:30 3126:00 2810:00 6733:30 7271:00 9652:00 51232:30

市役所利用の割合

（①／②）

29.7% 17.7% 12.5% 23.7% 16.2% 15.8% 8.3% 17.4%


なお、庁舎と住民センターとの位置関係は、次のとおりです。
[image: image37.emf]施設名 位置関係

柏原住民センター 遠く離れている（支所）

氷上住民センター 隣接している（本庁舎）

青垣住民センター 同じ建物内（支所）

春日住民センター 同じ敷地内（分庁舎）

山南住民センター 同じ敷地内（支所、教育委員会）

ライフピアいちじま 遠く離れている（支所）


(b)  満足度
アンケートによって、実際に住民センターを利用している団体の窓口満足度と設備満足度、一般市民の各施設の満足度を調査した結果は、以下のグラフのとおりです。グラフ中に示している数値は、回答者のうち「満足」から「不満」までの５段階評価で「満足」・「やや満足」と回答した人の割合です。
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[image: image39.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦

施設名

柏原住民センター

（

n=44

）

氷上住民センター

（

n=67

）

青垣住民センター

（

n=33

）

春日住民センター

（

n=68

）

山南住民センター

（

n=26

）

ライフピアいちじま

（

n=32

）

平均

窓口の満足度―

やや満足以上

72.7% 86.6% 72.7% 89.7% 96.2% 87.5% 84.2%


利用者アンケートによると、窓口対応に満足している人の割合が一番高かったのは、山南住民センターであり、９６．２％とほとんどの人が対応に満足しています。続いて、８９．７％の春日住民センターや８７．５％のライフピアいちじまなどが高い数値となっています。一方、柏原住民センターと青垣住民センターは、どちらも窓口対応に満足している人の割合が７２．７％にとどまっています。このアンケートの母集団がそれほど大きくないため、これをサービスの質の差と即座に結論付けることはできませんが、積極的な原因調査が必要です。
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[image: image41.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦

施設名

柏原住民センター

（

n=44

）

氷上住民センター

（

n=67

）

青垣住民センター

（

n=33

）

春日住民センター

（

n=68

）

山南住民センター

（

n=26

）

ライフピアいちじま

（

n=32

）

平均

施設の満足度

やや満足以上

86.4% 91.0% 75.8% 89.7% 80.8% 84.4% 84.7%


利用者アンケートによって設備に対する満足度を調べた結果、氷上住民センターの施設に対する満足度が９１．０％と高く、８９．７％の春日住民センター、８６．４％の柏原住民センターが続いています。一方で、市民アンケートでは、氷上住民センターの設備満足度が５６．３％と最も低くなっており、この差が生じた原因について調査が必要です。
また、各住民センターの満足度についての、一般市民に対するアンケートの結果は次のとおりです。
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[image: image43.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦

施設名

柏原住民センター

（

n=205

）

氷上住民センター

（

n=229

）

青垣住民センター

（

n=176

）

春日住民センター

（

n-237

）

山南住民センター

（

n=150

）

ライフピアいちじま

（

n=311

）

平均

満足度―

やや満足以上

72.2% 56.3% 72.7% 61.2% 65.3% 74.6% 67.1%


街頭調査（市民アンケート）において、各施設を利用したことがある人に対して満足度を調査した結果、満足している人の割合はライフピアいちじまが７４．６％で一番高くなっています。続いて、青垣住民センターが７２．７％、柏原住民センターが７２．２％と高くなっている一方、氷上住民センターの満足度が５６．３％、春日住民センターの満足度が６１．２％と、他の住民センターに比べて低くなっています。
利用者に限定しない一般市民への調査ですので、ライフピアいちじまや青垣住民センターの満足度が高いということは、施設の投資価格、施設の質が一因であると考えられます。
それぞれのアンケート結果を比べると、普段利用している人が窓口対応や設備に感じている満足度と、一般市民の施設に対する満足度は大きく異なっています。青垣住民センターは利用者アンケートでは窓口対応と設備ともに他施設よりも満足度が低いのに対し、市民アンケートの満足度では、他施設よりも高い水準にあります。青垣住民センターは、このような一般市民からの高い満足度を活かし、利用者数を増加させることが望まれます。
逆に利用者の満足度が他施設より高い春日、氷上住民センターは一般市民の満足度では他施設よりも低くなっています。この２施設に共通する事項として、建設時期が他の施設よりも古いことが挙げられます。このことから、使用頻度の少ない市民にとっては、施設や設備が古いことが満足度が低い理由として考えられます。
5  将来的な需要（将来性）
(a)  継続利用意思
アンケートによって、実際に住民センターを利用している団体に今後もこの施設を利用したいかを質問した結果は、以下のグラフの通りとなっています。
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[image: image45.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦

施設名

柏原住民センター

（

n=44

）

氷上住民センター

（

n=67

）

青垣住民センター

（

n=33

）

春日住民センター

（

n=68

）

山南住民センター

（

n=26

）

ライフピアいちじま

（

n=32

）

平均

利用したい

93.2% 95.5% 87.9% 95.6% 96.2% 93.8% 93.7%


どの施設においても、今後も「利用したい」と回答した人の割合が約８８～９６％と高くなっています。明確に「利用したくない」と回答している人は少ないため、継続的な利用の意思はあることがわかります。
(b)  認知度
一般市民に対して、各住民センターを知っているか、今後利用したいかを調査した結果は、以下のグラフの通りです。
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施設名

柏原住民センター

（

A : n=56

）

（

B : n=584

）

氷上住民センター

（

A : n=143

）

（

B : n=584

）

青垣住民センター

（

A : n=79

）

（

B : n=584

）

春日住民センター

（

A : n=96

）

（

B : n=584

）

山南住民センター

（

A : n=52

）

（

B : n=584

）

ライフピアいちじま

（

A : n=123

）

（

B : n=584

）

平均

地域居住者の

知名度(A)

94.6% 82.5% 98.7% 93.8% 94.2% 100.0% 94.0%

市全体の知名度(B)

53.8% 58.2% 45.7% 58.2% 43.2% 72.4% 55.3%


街頭調査によると、知名度では大ホールなどを備えた施設内にあるライフピアいちじまが７２．４％で最も高くなっています。続いて、氷上、春日、柏原住民センターの知名度が５０％台であり、青垣、山南住民センターの知名度が４０％と低くなっています。
一方、自分が住んでいる地域にある住民センターに対する知名度は、１００％であるライフピアいちじまを始め、いずれも高くなっています。このことから、各住民センターの知名度が総じてそこまで高くないのは、他地域の住民からの知名度が低いことが理由であり、知名度の差も回答者がどの地域に住んでいるかが影響していると考えられます。そのため、今後利用者数を増やすためには、まず、各住民センターがある地域以外の住民に施設の存在を知ってもらえるようにすべきだと考えられます。
(c)  今後利用したい施設について
今後利用したい施設についての市民アンケート結果は、次の通りです。
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施設名

柏原住民センター

（

A : n=56

）

（

B : n=584

）

氷上住民センター

（

A : n=143

）

（

B : n=584

）

青垣住民センター

（

A : n=79

）

（

B : n=584

）

春日住民センター

（

A : n=96

）

（

B : n=584

）

山南住民センター

（

A : n=52

）

（

B : n=584

）

ライフピアいちじま

（

A : n=123

）

（

B : n=584

）

平均

地域居住者の

利用期待(A)

62.5% 50.3% 74.7% 63.5% 65.4% 78.9% 65.9%

市全体の

利用期待 (B)

21.4% 22.8% 18.3% 22.4% 12.3% 32.7% 21.7%


街頭調査によると、各住民センターを今後利用したいと考える人の割合は、ライフピアいちじまが最も高く、３２．７％となっています。他の住民センターでは、今後利用したい人の割合が概ね２０％前後となっていますが、山南住民センターのみ１２．３％とかなり低くなっています。
知名度と同様に、自分が地域に住んでいる地域にある住民センターに対する利用期待は、高い傾向があります。
(d)  将来利用者数の予測
各住民センターの将来的な利用者数の予測を行います。住民センターの利用者数は、利用対象者である人口に左右されると考えられ、住民センターを利用する人は、次の表からも確認できるように、主にその地域の住民です。そのため、各地域の将来人口によって住民センターの利用者数が増減すると考えられます。
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各地域人口の増減によって住民センターの利用者数が変化すると仮定し、将来利用予測をすると、次のとおりとなりました。
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[image: image52.emf]№ 施設名

平成

22

年度（※） 平成

27

年度 平成

32

年度

23,212 22,767 22,084

100.0% 98.1% 95.1%

34,095 32,627 30,979

100.0% 95.7% 90.9%

23,143 21,072 19,121

100.0% 91.1% 82.6%

42,758 40,146 37,300

100.0% 93.9% 87.2%

32,021 29,386 26,908

100.0% 91.8% 84.0%

80,020 76,554 72,663

100.0% 95.7% 90.8%

39,208 37,092 34,843

100.0% 94.6% 88.9%

（※）平成22年度は実数

① 柏原住民センター

② 氷上住民センター

③ 青垣住民センター

⑦ 平均

④ 春日住民センター

⑤ 山南住民センター

⑥ ライフピアいちじま


丹波市のすべての地域において、平成３２年の人口は平成２２年よりも減少することが予測されるため、利用者数も減少することとが考えられます。そのため、建て替え等を行う際には、現状の稼働率よりも少なくなることや、一度の利用人数が少なくなることなどを考慮する必要があります。特に、青垣地域や山南地域の人口は、８０％台前半まで落ち込む予測となっており、利用状況に見合った施設規模とすることが望まれます。
なお、丹波市が平成１７年に総合計画を策定するにあたって、人口推計を行った結果によると、各地域の将来人口予測は次のようになっています。
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合計

69,995 66,147 62,080



(4)  今後の適正化方針
1  アンケート結果
利用者アンケート・街頭調査での、代替施設の有無や必要性、適正な住民センター数の質問について、結果は以下のグラフのようになっています。
[image: image54.emf]25.0%

14.9%

6.1%

20.6%

7.7%

12.5%

38.6%

64.2%

66.7%

57.4%

84.6%

68.8%

29.5%

17.9%

15.2%

22.1%

3.8%

18.8%

6.8%

3.0%

12.1%

0.0%

3.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

柏原住民セ

ンター

(n=44)

氷上住民セ

ンター

(n=67)

青垣住民セ

ンター

(n=33)

春日住民セ

ンター

(n=68)

山南住民セ

ンター

(n=26)

ライフピアい

ちじま

(n=32)

利用者アンケート 住民センターの代わりに使用できる施設の有無

ある

ない

わからない

無効

回答


利用者に対して、利用している住民センターが廃止された場合に、代わりに使用できる施設があるかを聞くと、「ない」と回答した割合が山南住民センターでは８４．６％、ライフピアいちじまでは６８．８％、青垣住民センターで６６．７％となっています。反対に、柏原住民センターでは２５．０％、春日住民センターでは２０．６％、氷上住民センターで１４．９％の人が、代替施設があると回答しています。
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施設名 柏原住民センター 氷上住民センター 青垣住民センター 春日住民センター 山南住民センター ライフピアいちじま 平均

廃止されると困る人

の割合（

n=584

）

17.5% 22.4% 19.7% 21.4% 11.6% 29.3% 20.3%


街頭調査において、各住民センターが廃止された場合に困る施設を挙げてもらったところ、困る人の割合はライフピアいちじまが最も高く、２９．３％となっています。他の住民センターでは、困る人の割合が概ね２０％前後となっていますが、山南住民センターのみ１１．６％とかなり低くなっています。

同様に、街頭調査で現状の住民センター数の多寡を質問した結果が上のグラフになります。それによると、回答者の７０％の人が現在の住民センターの数が「適当」であると答えており、多くの人が現状の旧町に１つの住民センターがある状況が適当であると考えています。それ以外では、「わからない」もしくは無回答があわせて１６％であり、現状の施設数は多いと考えている人（「多い」「やや多い」）が１３％、現状の施設数は少ないと考えている人（「少ない」「やや少ない」）が１％となっています。
同時に質問した適切な施設数では、「適当」や「わからない」と回答した人を中心に無回答が多くありましたが、２１５件の回答があり、その結果をグラフで示しています。この場合も現状どおりの「６施設」という回答が５８％と過半数を占めています。その他、現状よりも施設数が減る場合では、「３施設」という回答が２３％で高く、続いて「４施設」が７％、「５施設」が６％となっています。
2  今後の方針
現在ある住民センターの建設金額と建替え年度を表に表すと、次のようになります。
[image: image57.emf]建替年度 施設 建設金額（千円） 建設年度（※） 耐用年数（※）

2015

年

まで

2020

年

まで

2025

年

まで

2030

年

まで

2035

年

まで

2040

年

まで

2045

年

まで

2050

年

まで

2055

年

まで

2060

年

まで

2051

年

柏原住民センター

469,345 2001

年度

50

2029

年

氷上住民センター

1,409,539 1979

年度

50

2055

年

青垣住民センター本館

1,574,937 2005

年度

50

2028

年

青垣住民センター別館

218,961 1978

年度

50

2025

年

春日住民センター

213,000 1975

年度

50

2046

年

山南住民センター

984,584 1996

年度

50

2045

年

ライフピアいちじま

912,000 1995

年度

50

（※）建設年度と耐用年数は、施設の主物について記載しています。

　　　また、建設当時の投資額トを記載しており、当表での物価水準の変動による建設コストの修正はしておりません。
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これまでの分析から今後の方針について考えると、公平性、機能性、将来性および市民意向などからは現状の６施設を維持することが望ましいと考えられます。しかしながら、効率性、利用状況から現在本館と別館がある青垣住民センターについては、別館の建て替えを行わず、本館に統合すべきです。稼働率の計算からは、現在の本館のみで十分に需要をまかなえることがわかっています。
その他にも、機能性、効率性、利用状況から考えられる、改善が必要な事項があります。建替えを考慮しなくとも可能な改善点として、効率性の面では、青垣住民センターのコスト削減と利用者数の増加が必要となります。バリアフリーについては、山南住民センターにおける対応が望まれます。また、どの住民センターにおいても、機能の統廃合による各部屋の稼働率の向上が必要です。
また、各住民センターの建替えを今後行う際には、現在ある機能から、次の表のような機能を縮小すべきであり、それによる建替え時の削減金額は次のようになります。なお、各部屋の建設金額は、各施設の建設金額を延べ床面積によって按分したものとしています。
[image: image58.emf]＜建替金額－削減提案＞ （単位：千円）

施設 設備 内容 床面積(㎡) 建設金額（※） 次回建設金額 差額

防音室 次回建替えの際は、建設しない。

45                                     21,452                               -                                       21,452                              

活動室１ 次回建替えの際は、建設しない。

13                                     6,197                                -                                       6,197                               

活動室３ 次回建替えの際は、建設しない。

55                                     26,219                               -                                       26,219                              

活動室５ 次回建替えの際は、建設しない。

43                                     20,498                               -                                       20,498                              

調理実習室 次回建替えの際は、半分の規模に縮小する。

68                                     32,416                               16,208                               16,208                              

和室２,3 次回建替えの際は、建設しない。

48                                     22,882                               -                                       22,882                              

視聴覚室 次回建替えの際は、建設しない。

43                                     20,498                               -                                       20,498                              

315                                   150,162                             16,208                               133,954                            

全館 次回建替えの際は、建設しない。

1,055                                308,735                             -                                       308,735                            

1,055                                308,735                             -                                       308,735                            

製作実習室 次回建替えの際は、建設しない。

68                                     5,415                                -                                       5,415                               

68                                     5,415                                -                                       5,415                               

視聴覚室 次回建替えの際は、建設しない。

73                                     31,917                               -                                       31,917                              

73                                     31,917                               -                                       31,917                              

健康学習室 次回建替えの際は、建設しない。

109                                   30,293                               -                                       30,293                              

研修室１ 次回建替えの際は、建設しない。

66                                     18,388                               -                                       18,388                              

学習相談室 次回建替えの際は、建設しない。

21                                     5,868                                -                                       5,868                               

栄養学習室 次回建替えの際は、半分の規模に縮小する。

111                                   30,752                               15,376                               15,376                              

茶室 次回建替えの際は、建設しない。

26                                     7,350                                -                                       7,350                               

しょうぶ 次回建替えの際は、建設しない。

79                                     22,051                               -                                       22,051                              

さつき 次回建替えの際は、建設しない。

26                                     7,350                                -                                       7,350                               

109                                   122,051                             15,376                               106,675                            

1,620 618,279 31,584 586,696

（※）建設金額は、当時の建設単価に、物価水準の変動を加味したものを基礎としています。
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青垣住民センター 本館

小計

青垣住民センター 別館

小計


上記前提条件に基づいた場合予想される維持管理費用の削減金額については、次のとおりです。なお、余剰設備を削減する住民センターは、平成２２年度時点で、最も維持管理費用が低い柏原住民センターのレベルまで削減することができると仮定し（青垣住民センター別館を除く）、差額によって削減効果を算出しています。
[image: image59.emf]＜維持管理費用－削減提案＞ （単位：千円）

施設 内容

維持管理費用（年間）

（※）

次回建設時

維持管理費用（年間）

差額

青垣住民センター本館 次回建替えの際に、規模を縮小する。

12,840                               7,326                                5,514                               

青垣住民センター別館 次回建替えの際は、建設しない。

3,738                                -                                       3,738                               

春日住民センター 次回建替えの際に、規模を縮小する。

13,267                               7,326                                5,941                               

山南住民センター 次回建替えの際に、規模を縮小する。

15,834                               7,326                                8,508                               

ライフピアいちじま 次回建替えの際に、規模を縮小する。

26,352                               7,326                                19,026                              

72,031                               29,304                               42,727                              

（※）維持管理費用は、支出から収入を控除した金額です。

　　　正職員人件費は、長期的には変動費として扱えるため、削減可能な維持管理費用に含めています。

合計


以上を実行したときの各年度の建替コストを比較すると、次のとおりとなります。
[image: image60.emf]0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

実行時のコスト比較

施設を維持した場合の金額 削減提案を実行した場合の金額

千円



住民センターの建替え時期は、ある程度分散しています。上記前提条件に基づいた場合予想される削減合計額は、建替え金額と維持管理費用をあわせて１５億円弱削減することができます。
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出典：丹波市総合計画（基本構想等）策定業務　人口推計等調査業務　報告書
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